
 



 

 



「日本国憲法」科目ルーブリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                  
                                                               合計       点 

        段階 
要素 

A＋ A B C D 評点 
４点（目標以上） ３点（目標達成） ２点（あと少し） １点（まだ足りない） ０点 

 
 
主体的な学修態度 
 

授業内容や関連する新たな

内容に対して興味・関心を持

ちながら、重要度の高い社会

問題を発見し、その問題解決

のために、常に主体的に学び

続けることができる。 

授業内容や関連する内容に

対して興味・関心を持ち、

常に主体的に学ぶことがで

きる。 

授業内容に対して興味・

関心を持ち、主体的に学

ぶことができる。 

授業内容に興味・関心があ

るものの、あまり主体的に

学ぶことができない。 

 

授業内容に関心がな

く、主体的に学ぶこと

ができない。 

 

関心・意欲（授業の予

習・復習、新聞やニュー

ス等を見る時間／週） 

4 時間以上 

（240 分以上） 

3 時間以上 4 時間以下 

（180 分～240 分） 

2 時間以上 3 時間以下 

（120 分～180 分） 

1 時間以上 2 時間以下 

（60 分～120 分） 

1 時間以下 

（0 分～60 分） 

 

 
憲法に関する知識 

憲法の存在意義、人権保障の

概要、統治の仕組み（権力分

立）について、詳細かつ明確

に説明できる。 

憲法の存在意義、人権保障

の概要、統治の仕組み（権

力分立）について、一通り

説明できる。 

憲法の存在意義や人権保

障の概要を一応説明でき

る。 

憲法とは何か、憲法の存在

意義を一応説明できる。 

憲法とは何か、憲法の

存在意義が説明できな

い。 

 

 
 
法的思考力 

憲法の知識を用いて、冷静か

つ論理的に多様な観点から

社会問題を分析し、説得力あ

る形で自分の考えを述べる

ことができる。 

憲法の知識を用いて、冷静

かつ論理的に様々な社会問

題を分析することができ

る。 

社会問題と憲法との関連

性に気づくことができ、

その問題を憲法の知識を

用いて考察することがで

きる。 

憲法の知識を用いた思考

が時折できるが、基本的に

直観思考や個人的な経験

に頼っている。社会問題と

憲法との関連性がまだつ

かめない。 

直観や個人的な経験で

しか物事を考えること

ができない。 

 

 
協働性 

グループ（ペア）での話し合

いをリードし、話し合いを進

展させるような建設的発言

を積極的に行っている。 

グループ（ペア）での話し

合いにおいて積極的に発言

を行っている。 

グループ（ペア）での話

し合いにおいて、時折、

関連する発言を行ってい

る。 

グループ（ペア）での話し

合いに形だけ参加してい

る。 

グループ（ペア）での

話し合いに参加してい

ない。 

 


